
























み、また、初期の「花山王氏」 めぐる諸問題について再検討を行い、その過程にお て、平安時代 天皇家から分岐した末流皇胤「王氏」に関する若干の新知見を提示することに努めたい。第一章
　「冷泉源氏」に関する疑問
　








































































































































泉院の男 と 、和泉式部との恋愛で名高い兄弟、為尊親王（冷泉天皇の第三親王）と敦道親王（冷泉天皇の第四親王 四宮）である。為尊親王には子女の存在が知られていな が、敦道親王は『本朝皇胤紹運録』諸本によると永覚という男子が た。永覚は僧で天王寺別当に補されており
*8、やはり子女の存在は知られて
いない。永覚は源氏賜姓後 出家した可能性がないとは言えなが、それを裏付け 根拠は何もない。よって、現在知ら ている史料に拠る限り は、為尊・敦道両親王とも、源氏を賜姓された子孫はいな 。現に、 『古事類苑』
*9にも、 『皇室制度史料』
*10にも、為











































































































































































































二世」とあるように、二世女王として従四 下に されている。なお、この永子女王については、後述される『顕広王記』永万元年七月廿七日条に「弾正宮【清仁親王】御子清子女王」とあり、名は清子女王とされる。誤記でなければ、永 から清子に改名したか、逆に清子から永子に改名したか、のいずれかであろう。それ以外の経歴 ついては詳らかでない。　
⑥信子女王
　


















































宮内庁書陵部に所蔵されている『賜姓例並褰帳女王之事』 （資宗王著か） 賜姓例 「延信王」 に、 「万寿二年十二月廿九日賜姓源姓 （官符） 。同三年四月廿七日任侍従。寛徳三年二月任神祇伯」とあ
り
*38、






















定した。従って、同年の三月また 十二月におけ の賜姓も、安和御後とし の源朝臣賜姓と考え べきであろう。すなわち、源延信は、 「花山源氏」ではなく「冷泉源氏」で ったのる。　
以上より、実体が知られていなかった「冷泉源氏」すなわち安























に清仁親王 子となったことにな 。これは蔭位のためと考えられる。康資は、実系では天皇の三世（曾孫）である臣下として生まれている。三世王 初叙位階は従五 下であ が、三世の臣下の場合は六位初叙であった 考えら
*44。前述のように、二世孫
王の初叙位階は従四位下である。康資王 初叙・初任については、『賜姓例並褰帳女王之事』賜姓例「康資王」に、 「天喜四年正月五日、叙従四下（以二□直□。康平元年） 。同六年七月卅日、任右京権大夫」と記されている
*45。ここに見える「二□直□」は「二世直叙」
























川」に、 「当家は花山源氏で、花山天皇皇子清仁親王 男延信王が神祇伯となり、その男康資王も同職に就いた 康資王 男顕康は源姓を賜わって当家 祖となった」云々とあり、また、江戸後期の資延王に「神祇伯延信王孫安藝権守顕康二六代」と袖書があるように、源氏を賜姓された顕康を花山源氏白川家の初代 位置づける見解もある。しかし、 『尊卑分脈』源氏「寛和
　
華山」には、




顕康の母は、 『賜姓例並褰帳女王之事』 褰帳女王之事に、 「顕康 （□
待賢門院御母） 二位殿をとゝのはら」 とあり
*47、 「二位殿」 の妹であっ
たことが知られる。この「二位殿」とは、 待賢門院、 藤原通季（西園寺家の祖） 、藤原実能（徳大寺家の祖）の母、藤原光子であると考えられる。藤原光子は、勧修寺流の藤原隆方 女子である。よって、顕康の母も藤原隆方の女子であると考えられる。　
なお、 顕康を 「顕康王」 と記す史料もある










　『尊卑分脈』 高藤孫を見ると、 藤原隆方の女子に 「康














記』嘉承二年（一一〇七）十二月一日条に、 「褰帳典侍二人（左源仁子。故伯【康資王】女也。……） 」とあり、仁子は女王でなく源氏の典侍と明記されている。仁子については、 『中右記』嘉承二年十一月廿五日条にも、 「内侍司／
　
典侍従五位下源朝臣仁子（件




























『貴嶺問答』から四世女王と推定される顕子女王が顕広王の女子であると考えられること 。すなわち、 『貴嶺問答』 「命婦事」において、往信の「去年十二月顕子女 卒去。仍王禄不被行」に対する返信に「二世以下四世以上、謂之 。五世者自入命婦宮人之例。近年彼顕子之外、無女王。仍禄事停止歟 但可尋先例事也」とあり
*54、ここから、王禄（女王録）の支給対象となる女王は
「二世以下四世以上」であり、 近年は顕子以外に「女王」がおらず、某年の王禄は、 「去 十二月」に顕子 が卒去したため停止た、と解するこ ができ 。つまり、顕子女王は、 「二世以下四世以上」の「女王」としては、当時、最後の人であった 平安末期、天皇家から 諸王（王氏）の分出が絶えたため、代を経るに従い「二世以下四世以上」の「女王」が減少し、 顕子女王を以て「 」がいなくなったのである。よって 顕子女王の世数は四世であったと考えられる。顕広王が三世 であると れば、その女子
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王として出身し、 この系統は王氏 復した。康資王 孫
 顕広王も、


























時における俗体親王 欠如と共に、王氏をめぐ こ ような事情があったと考えることができる。　
更に顕広王は、神祇伯職と褰帳女王役を自家に確保することに
成功し、 顕広王の二男
 仲資王は、 諸王としては平安中期以来、 久々































































































































  姓氏下「皇子賜姓」 （二〇三～二一三頁） 、 「皇




月四日条、 『小右記』治安四 正 廿六日条、 『魚魯愚抄』五「蔵人方」丙
 下勘文上では、いずれも昭登親王が清仁親王より先に書かれており、






























































月）所収。初出、一九七二年十一月）一〇一頁。後世の仮託と考えるべきものであるが、稲荷社の荷田氏が、延信を神祇伯白川家 家祖 認識していたことを、ここから窺い知ることができよ*23　『職源鈔』 「正親司」に、正親正は「近代五位王氏任之」とある。正親正については藤森馨「白川伯王家の成立」等を参照されたい
*24　『太神宮諸雑事記 延久元年閏十月七日（ 『神道大系』神宮編一（神道大系編纂会、一九七九年三月）四七九頁） 。 『伊勢勅使部類記』伊勢勅使雑例「正殿不被開例」 、 同「正殿不被開神嘗幣奉納東宝殿例」 （ 『神道大系』神宮編三（神道大系編纂会、一九八一年十月）七二頁、九二頁） 。














































本史料は、 曽根研三『伯家記録考』 （西宮神社社務所、 一九三三年十月）














 注 （３） に引用された先行研究を参照せよ。
*41　「康資王母」は、 「伯母」 （おば、でなく、神祇伯の母）とも知られ、森本元子・三村晃功編『伯母集』 （古典文庫、一九八三年十二月） 、久保木哲夫・花上和広『康資王母集注釈』 （貴重本刊行会、一九九七年三月）以下、関係文献は少なくない。
*42　
但し、この康資王の任伯年月日は、 『諸家系図纂』や『諸家知譜拙記』












































































On the Reizei-Genji and the Kazan-Ou-shi
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